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具体例を通して 集合の考えを適切に活用し １節 確率とその基本性、 、
ある事象が起こる確からしさを数量的にとらえ １ 事象と確率( ) ･･･８時間単 指 1
るにはどのように考察し処理したらいいかを考 （本時はその３時間目）元 導
えさせる。また、そのことを利用し、確率を求 ２ 事象と確率( ) ･･･８時間目 計 2
めることができるようにさせる。 ３ 独立な試行と確率 ･･･３時間標 画

４ 反復試行の確率 ･･･３時間
５ 条件つき確率 ･･･３時間

主 題 身近な確率（数学的確率と統計的確率＜大数の法則＞）

数学的確率と統計的確率を結びつける「大数の法則」を、実際の実験を通して確かめる。本 時 の
また、身の回りにある新聞記事等を利用し、確率についての興味と理解を深める。目 標

「さいころ」の確率についてのプリント前 時 の
課 題

指 導 内 容 分 指導上の留意点 評価の観点等

・確率の意味に１ さいころを投げたとき １ の目 ５ ・２ ３ ４ ５ ６ の後、１
ついて理解し導 が出る確率の意味について考える の目が出る確率について考。
ている。えさせる。

＜知識・理解＞入 ・独立試行、同様に確からし
い等に注意させる。

本
・いくつかの例１ 数学的確率と統計的確率、 ５ ・数学用語の使い方に気をつ
を出し、分類大数の法則について考える。 けさせる。
させる。時
＜数学的な技能＞展

・実験の結果をの ２ みんなで 回ずつさいころを １５ ・実験に真剣に取り組めるよ100
予測させた後投げる。 うにさせる。

。で実験させる
＜関心・意欲・態度＞指

・分析方法を工３ データの分析をする。 １０ ・表計算ソフトを利用し、集
夫させる。導 計結果が簡単に求められる
＜数学的見方や考え方＞ことを理解させる。

・自分の言葉で過 開 ４ データの結果から考える。 １０ ・実験の結果から考えられる
表現させる。ことを自分の言葉で表現さ
＜数学的見方や考え方＞せる。

・課題学習とし整 １ 新聞を利用して、身近な確率を ５ ・新聞に載っている統計的確
て取り組める知る。 率についてのレポートの作

。理 成方法について説明する。 ようにさせる
＜関心・意欲・態度＞

・新聞に載っている統計的確率についてのレポートを提出する。次 時 の
課 題
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